
けんせつ No.2103

栃木県県土整備部　　　　　　　　　
部長　田　城　　　均

　栃木県建設業協会の皆様には、日頃から県土整備行政の推進について格別の御理解と御協力を賜り御礼
申し上げます。
　また、新型コロナウイルス感染症に適切な御対応をいただいているほか、高病原性鳥インフルエンザ、
豚熱と続いた家畜伝染病に対して、迅速な御支援、御協力を賜り重ねて御礼申し上げます。
　建設業は、社会資本の整備や保全を担う産業として、地域の経済と雇用を支えるとともに、災害時には
初動対応から復旧作業に至るまで、現場の最前線で社会の安全、安心を確保するなど非常に重要な役割を
担っています。引き続き、御支援、御協力を頂けますようお願いいたします。
 さて、県においては、今年４月から「県土づくりプラン2021」に基づく取組をスタートさせました。プ
ランには、道路、河川・砂防、まちづくり、公共交通の各分野における11の「重点施策」と、横断的な視
点を持って取り組む６つの「横断的施策」を掲げたところであり、めざすべきとちぎの将来像の実現に向
け各種施策を着実に推進して参ります。
　今年度は、防災事業として、巴波川に地下捷水路、田川に調整池を整備するための詳細設計に着手する
とともに、ダムの堆積土砂除去工事等も進めて参ります。インフラＤＸ（デジタル・トランスフォーメー
ション）では、県庁内では最も進んでいるＩＣＴ施工や自動運転などの取り組みを引き続き進めて参りま
す。
　入札制度では、昨年10月から、総合評価落札方式の先進的な取り組みとして、週休２日制、ＩＣＴ活
用、若手・女性技術者、建設キャリアアップシステム（ＣＣＵＳ）の導入を評価項目として新設しまし
た。ＣＣＵＳは労働者の地位向上につながることから、新規入職者や担い手の確保の観点からも進めて参
ります。
　また、地元建設業界との協力・信頼関係を深めるため、各支部と土木事務所、現場代理人と監督員など
「レベル（階層）別」の意見交換会を開催し、業界の意見を吸い上げ施策に反映して参ります。
　今後とも県におきましては、災害時の緊急対応強化をはじめ、働き方改革の推進、生産性向上への取組
及び担い手の確保・育成など、直面する課題の解決に向けて「地域の守り手」となる建設業界の皆様と一
層の連携を図って参りたいと考えておりますので、一層の御支援、御協力を賜りますようお願い申し上げ
ます。

就  任  挨  拶



けんせつ No.210 4

栃木県農政部　　　　　　　　　
部長　青　栁　俊　明

　本年度より、農政部長に就任しました青栁でございます。
　会員の皆様には、日頃より本県の農業・農村の振興、とりわけ農業農村整備の推進につきまして、御理
解と御協力をいただき、厚く御礼申し上げます。
　また、貴会におかれましては、本年立て続けに発生した高病原性鳥インフルエンザ及び豚熱（CSF）に
係る防疫措置について多大な御支援をいただき、重ねて感謝申し上げます。県といたしましては、このよ
うな特定家畜伝染病を今後発生させないよう、再発防止対策の徹底を図って参りますので、引き続き御理
解と御尽力をお願い申し上げます。
　加えて、新型コロナウイルス感染症については、収束が見えない状況にありますが、農業への影響が最
小限にとどめられるよう、状況を把握しながら、関係機関と連携し対応して参ります。
　さて、本県農業は、広大な農地や大消費地に近い立地条件、農業者の高い技術力などの強みを生かし、
整備された圃場や農業用水路等の生産基盤のもと、地域を支える基幹産業のひとつとして着実に発展して
きました。
　一方、農業・農村を取り巻く情勢は、担い手の減少や高齢化の進行、農業生産基盤の老朽化など、抱え
る課題が多様化しております。
　こうした中、県では、本年度からスタートさせた新たな農業振興計画「とちぎ農業未来創生プラン」の
基本目標に、「成長産業として持続的に発展する農業・栃木」を掲げ、これまでの成長産業化の加速化を
図るとともに、農業・農村を誇れる“ふるさと”として次の世代へ引き継いでいくこととし、広範囲に農地
を引き受ける担い手と、農村環境を保全する多様な人材の参画により、地域の力を結集して営農を支える
“とちぎ広域営農システム”の構築などの「戦略１　明日へつなぐ」、新たな施設園芸の展開や稼げる水田
農業の実現などを図る「戦略２　強みを伸ばす」、新しい人の流れの創出による農村地域の活性化や安
全・安心で住みよい農村づくりを進める「戦略３　呼び込み・拓く」の３つを重点戦略として展開してい
くこととしています。
　本プランに示す将来の姿を実現していくためには、効率的な農業を行うための基盤づくりや安全・安心
な栃木の農村づくりを進めていくことが重要であることから、スマート農業に対応できる農地の大区画化
や汎用化などを進めるとともに、農業水利施設の長寿命化対策、農業ため池の防災減災対策や、農村地域
における雨水流出抑制対策等の推進に力を入れて参ります。
　今後とも、建設業協会の皆様をはじめ、関係者と一丸となって、本県農業の輝く未来の創出にチャレン
ジして参りますので、一層の御支援・御協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、貴会の皆様の一層の御健勝と、御活躍を祈念申し上げ、新任の挨拶といたします。

就  任  挨  拶
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